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様式－１
	レディーミクストコンクリート配合報告書
№

殿

年
月
日
製造会社名・工場名

	
	配合計画者名 
	

	工事名称
	

	所在地
	

	納入予定時期
	

	本配合の運用期間　a)
	

	コンクリートの打込み箇所
	

	配合の設計条件

	呼　び　方
	コンクリートの種類による記号
	呼び強度
	スランプ又はスランプフロー㎝
	粗骨材の最大寸法㎜
	セメントの種類

による記号

	
	
	
	
	
	

	指定指定（必須）

指定事項

	セメントの種類
	呼び方欄に記載
	粗骨材の最大寸法
	呼び方欄に記載

	
	骨材の種類
	使用材料欄に記載
	アルカリシリカ反応抑制対策の方法　b)
	

	（ 任 意 ）

指 定 事 項
	骨材のアルカリシリカ反応性による区分
	使用材料欄に記載       
	軽量コンクリートの単位容積質量
	kg／㎥

	
	水の区分
	使用材料欄に記載
	コンクリートの温度
	最高最低　　℃

	
	混和材料の種類及び使用量
	使用材料及び配合表欄に記載
	水セメント比の目標値の上限
	％

	
	塩化物含有量
	kg／㎥以下
	単位水量の目標値の上限
	kg／㎥

	
	呼び強度を保証する材齢
	日
	単位セメント量の目標値の下限又は目標値の上限
	kg／㎥


	
	呼び強度を保証する材齢
	　　　　　日
	流動化後のスランプ増大量
	㎝

	使　　用　　材　　料　c)

	セメント
	生産者名
	
	密度(ｇ／cm3)
	
	Na2Oeq　d)％
	

	混和材
	製品名
	
	種類
	
	密度(ｇ／cm3)
	
	Na2Oeq　e)％
	

	骨材
	№
	種類
	産地又は品名
	アルカリシリカ反応性による区分　f)
	粒の大きさの範囲　g)
	粗粒率又

は実積率　h)
	密度(ｇ／cm3)

	
	
	
	
	
	
	
	絶乾
	表乾
	微粒分量の範囲％　i)

	
	
	
	
	区分
	試験方法
	
	
	
	
	

	細骨材
	①
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	粗骨材
	①
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	混和材①
	製品名
	
	種類
	
	Na2Oeq j)

％
	

	混和材②
	
	
	
	
	
	

	細骨材の塩化物量　k)
	％
	水の区分　l)
	
	目標スラッジ固形分率　m)
	％

	回収骨材の使用方法　n)
	細骨材
	
	粗骨材
	
	安定化スラッジの使用の有・無　

	配　合　表 o)(㎏／㎥)

	セメント
	混和材
	水
	細骨材①
	細骨材②
	細骨材③
	粗骨材①
	粗骨材②
	粗骨材③
	混和剤①p)
	混和剤②

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	セメント比
	％
	水結合材比 q)
	％
	細骨材率
	％

	備
考　骨材の質量配合割合r)，混和剤の使用量については、断りなしに変更する場合がある。

運搬時間の限度を変更した場合；　　　時間



(別   表)
	ア   ル  カ  リ  総  量  の  計  算  表　s)

	ア   ル  カ  リ  総  量  の  計  算
	判定基準
	計算及び判定

	コンクリート中のセメントに含まれる全アルカリ量(kg／㎥)　Rc

Rc＝(単位セメント量kg／㎥)×(セメント中の全アルカリ量Na2Oeq：％／100)
	①＝Rc
	
	

	コンクリート中の混和材に含まれる全アルカリ量(kg／㎥)　Ra

Ra＝(単位混和材量kg／㎥)×(混和材中の全アルカリ量：％／100)
	②＝Ra
	
	

	コンクリート中の骨材に含まれる全アルカリ量(kg／㎥)　Rs

Rs＝(単位骨材量kg／㎥)×(骨材中の全アルカリ量：％／100)
	③＝Rs
	
	

	コンクリート中の混和剤に含まれる全アルカリ量(kg／㎥)　Rm

Rm＝(単位混和剤量kg／㎥)×(混和剤中の全アルカリ量：％／100)
	④＝Rm
	
	

	流動化剤を添加する場合は､コンクリート中の流動化剤に含まれる全アルカリ量(kg／㎥)　Rp　t)
Rp＝(単位流動化剤量kg／㎥)×(流動化剤中の全アルカリ量：％／100)
	⑤＝Rp
	
	

	コンクリート中のアルカリ総量(kg／㎥)　Rt

Rt＝①＋②＋③＋④＋⑤
	Rt
	3.0kg/㎥以下
	

	
	
	
	適・否


注記　用紙の大きさは､日本工業規格Ａ列４番(210㎜×297㎜)とする｡
注a)
本配合の適用期間に加え、標準配合、又は修正標準配合の別を記入する。

　なお、標準配合とは、レディーミクストコンクリート工場で社内標準の基本にしている配合で、標準状態の運搬時間における標準期の配合として標準化されているものとする。また、修正標準配合とは、出荷時のコンクリート温度が標準配合で想定した温度より大幅に相違する場合、運搬時間が標準状態から大幅に変化する場合、若しくは骨材の品質が所定の範囲を超えて変動する場合に修正を行ったものとする。

b)
JIS A 5308 附属書B表B.1の記号欄の記載事項を、そのまま記入する｡
c)
配合設計に用いた材料について記入する｡
d)
ポルトランドセメント及び普通エコセメントを使用した場合に記入する｡JIS R 5210の全アルカリの値としては､直近６ヶ月間の試験成績表に示されている、全アルカリの最大値の最も大きい値を記入する｡
e)
最新版の混和材試験成績表の値を記入する｡
f)
アルカリシリカ反応性による区分、及び判定に用いた試験方法を記入する｡
g)
細骨材に対しては､砕砂､スラグ骨材、人工軽量骨材、及び再生細骨材Hでは粒の大きさの範囲を記入する｡粗骨材に対しては､砕石､スラグ骨材、人工軽量骨材及び再生粗骨材Hでは粒の大きさの範囲を､砂利では最大寸法を記入する｡
h)
細骨材に対しては粗粒率の値を､粗骨材に対しては､実績率又は粗粒率の値を記入する｡
i)
砕石及び砕砂を使用する場合に記入する。
j)
最新版の混和剤試験成績表の値を記入する｡
k)
最新版の骨材試験成績表の値（NaClとして）を記入する｡
l)
回収水のうちスラッジ水を使用する場合は、“回収水（スラッジ水）”と記入する。

m)
スラッジ水を使用する場合に記入する。また、スラッジ固形分率を１％未満で使用する場合には、“１％未満”と記入する。

n)
回収骨材の使用方法を記入する。回収骨材置換率の上限が５％以下の場合は“A方法”、20％以下の場合は“B方法”と記入する。

o)
人工軽量骨材の場合は､絶対乾燥状態の質量で､その他の骨材の場合は表面乾燥飽水状態の質量で表す｡

p)
空気量調整剤は、記入する必要はない。
q)
高炉スラグ微粉末などを結合材として使用した場合にだけ記入する｡

r)
全骨材の質量に対する各骨材の軽量設定割合をいう。

s)
コンクリート中のアルカリ総量を規制する抑制対策の方法を講じる場合にだけ別表に記入する｡
t)
購入者から通知を受けたアルカリ量を用いて計算する。
様式－２
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	(1)　配合強度(ｍ)を求める
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	ＳＬ＝呼び強度
※σ＝標準偏差
(　　　　　　　　　N／㎟)

※当工場の実績による
	　　　　　　　＋2.5×
＝
N／㎟

	(2)　水セメント比(ｗ／ｃ)を求める当工場実験式
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	ｍ＝配合強度
ｃ／ｗ＝セメント水比
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	(3)　単位水量(Ｗ)及び粗骨材の絶対容積(ＧＶ)を求める
当工場の実績による
水セメント比(ｗ／ｃ)　　　　　　　　％
スランプ　　　　　　　　　　　　　　　㎝
粗骨材の最大寸法　　　　　　　　㎜
	
	Ｗ＝
kg／㎥
ＧＶ＝
ℓ／㎥

	(4)　単位セメント量(Ｃ)を求める
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	Ｗ＝単位水量
ｗ／ｃ＝水セメント比
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	(5)　細骨材の絶対容積(ＳＶ)を求める
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	cρ＝セメントの比重
A＝空気量
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	(6)　単位骨材量(Ｇ)(Ｓ)を求める
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	Ｇ＝単位粗骨材料
Ｓ＝単位細骨材料
Ｇρ＝粗骨材の比重
Ｓρ＝細骨材の比重
	Ｇ
＝
×
＝kg／㎥
Ｓ
＝
×
＝kg／㎥

	(7)　細骨材率(ｓ／ａ)を求める
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	(8)　単位混和剤量を求める
混入割合は単位セメント量に対して％とする
	使用混和剤名
ＡＥ剤
ＡＥ減水剤
	混和剤＝
×
＝
kg／㎥

	(9)　単位混和材量を求める
混和割合は単位セメント量に対して％とする
	使用混和材名
	混和材＝
×
＝
kg／㎥

	(10)　配  合  表
呼び強度

（SL）
スランプ

(cm)

粗骨材の

最大粒径

(㎜)

空気量

(%)

水セメ

ント比

(%)

細骨材率

(%)

単位量(㎏／㎥)
セメント

(C)

水

（W）
細骨材

（S）

粗骨材

(G)

混和剤

(　)

混和剤

(　)




様式－３
骨
材
試
験
成
績
表

年
月
日
	種類
項目
	細骨材
	粗骨材
	粗骨材
	ふるい分試験　　　(通過率％)

	品種産地
	
	
	
	品種
ふるい(㎜)
	細骨材
	粗骨材(25)
	粗骨材(40)

	最大寸法　(㎜)
	5
	25
	40
	50
	－
	－
	

	絶乾密度（g/㎤）
	
	
	
	40
	－
	－
	

	表乾密度（g/㎤）
	
	
	
	30
	－
	
	

	吸水率　(％)
	
	
	
	25
	－
	
	

	単位容積質量　(kg/ℓ)
	
	
	
	20
	－
	
	

	実績率　(％)
	
	
	
	15
	－
	
	

	微粒分量  (％)
	
	
	
	10
	
	
	

	有機不純物
	
	－
	－
	5
	
	
	

	粘土塊量  (％)
	
	
	
	2.5
	
	
	

	塩化物量 （NaCl）　(％)
	
	－
	－
	1.2
	
	
	

	安定性　(％)
	
	
	
	0.15
	
	
	

	すりへり減量　(％)
	－
	
	
	粗粒率 (Ｆ・Ｍ)
	
	
	

	粒
度
曲
線


注　ふるいの呼び寸法は､それぞれJIS Z 8801に規定する網ふるい53㎜､37.5㎜､31.5㎜､26.5㎜､19㎜､16㎜､9.5㎜､4.75㎜､2.36㎜､1.18㎜､600μ､300μ､及び150μである｡

	
	試験担当者
 氏名
	


様式－４
レディーミクストコンクリート強度試験成績報告書
殿
工事名称
工場名
指定事項

	呼び強度
	スランプ
	空気量
	粗骨材の

最大寸法
	
	

	
	㎝
	％
	㎜
	
	


試験成績
	供試体番号
	採取
月日
	試験
月日
	材令
（日）
	スランプ
（㎝）
	空気量
（％）
	供試体寸法（㎝）
	最大荷重
（N/㎟）
	強度
（N/㎟）
	平均強度
（N/㎟）
	養生方法

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	記事　打設箇所
	

	
	試験担当者

 氏名
	


注：試験方法はJIS A 1108による。
様式－５－１
	コンクリート品質管理報告書

年
月
日 殿
受注者名

	工事名
	

	呼び方
	JIS品・JIS外品の区分
	骨材の種類による区分
	呼び強度
	スランプ
	粗骨材の最大寸法
による区分
	セメント種類
による区分

	
	
	普通
軽量　　種
	
	
	
	

	指定事項
	

	採取月日
	スランプ(㎝)
	空気量(％)
	摘要

	／
	
	
	

	／
	
	
	

	／
	
	
	

	

	
	試験担当者氏名
	


様式－５－２
	コンクリート強度検査報告書

年
月
日 殿
工場名

	工事名
	

	呼び方
	JIS品・JIS外品の区分
	骨材の種類による区分
	呼び強度
	スランプ
	粗骨材の最大寸法

による区分
	セメント種類

による区分

	
	
	普通

軽量　　種
	
	
	
	

	指定事項
	

	検査ロット
	

	採取月日
	試験月日
	材令

(日)
	供試体

番号
	スランプ(㎝)
	空気量

(％)
	強度

(Ｎ／㎟)
	平均強度

(Ｎ／㎟)
	摘要

	／
	／
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	／
	／
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	／
	／
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	

	
	試験担当者氏名
	


様式－６
コンクリート強度管理表
工事名
施工箇所　浜松市　　　町　　　
受注者
	No
	部材名

測点又は位置
	打設年月日
	材　　　　　　　令

σ7
	材　　　　　　　令

σ14
	材　　　　　　　令

σ21
	材　　　　　　　令

σ28
	熟成日
σx
	中間検査
σx
	完成検査
σx

	
	
	
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日

	
	
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	

	
	
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	

	
	
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	

	
	
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	

	
	
	
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日

	
	
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	

	
	
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	

	
	
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	

	
	
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
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	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
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	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
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	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	

	
	
	
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日

	
	
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	

	
	
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	

	
	
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	

	
	
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	

	
	
	
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日

	
	
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	

	
	
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	

	
	
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	

	
	
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	

	
	
	
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日

	
	
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	

	
	
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	

	
	
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	

	
	
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	

	
	
	
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日

	
	
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	

	
	
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	

	
	
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	

	
	
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	

	
	
	
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日
	標準養生
	月　　　日
	月　　　日
	月　　　日

	
	
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	
	平均温度
	
	熟成度
	

	
	
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	
	熟成

強度
	SL1
	
	ハンマー

測定値
	α
	

	
	
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	
	
	ｍ1
	
	
	R
	

	
	
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
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	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
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	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	
	
	SU1
	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 5(＿),ｘ)
	


1. 配合強度
２. 熟成強度
３. テストハンマー強度
４. 養
生










様式－７
気温及びコンクリート打設記録表
( 
年
月分)
	項目
日
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29
	30
	31

	温度
測定値
	最高
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	最低
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	コンクリート打設記録
	１
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	３
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	６
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	７
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	項目
日
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29
	30
	31

	温度

測定値
	最高
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	最低
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	コンクリート打設記録
	１
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	３
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	６
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	７
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	項目
日
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29
	30
	31

	温度

測定値
	最高
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	最低
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	コンクリート打設記録
	１
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	３
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	６
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	７
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注：打設日が連続して多くなるような場合で本表により難い場合は､ 本表に準じて作成すること｡
様式－８
	コンクリートテストハンマーによる強度試験結果表

	工事名
	契約番号
	測定年月日
	測定者
	テストハンマー№
	検定年月日
	検定値
	天候
	工場の種類
	工場名

	
	
	
	
	
	
	
	晴
	曇
	雨
	JIS
	非JIS
	

	部材名･測点等
	下限
規格値
SL
	配合
強度
m
	上限
規格値
SU
	令材

(日)
	熟成度

(％)
	強度

	
	
	
	
	
	
	SL・％
	m･％
	SU・％
	反発値
	０°
	－45°
	－90°

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	R
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	日当
	日影
	乾燥
	湿潤
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(＿),R)＝
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	日当
	日影
	乾燥
	湿潤
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(＿),R)＝
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	日当
	日影
	乾燥
	湿潤
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(＿),R)＝
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	日当
	日影
	乾燥
	湿潤
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(＿),R)＝
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	日当
	日影
	乾燥
	湿潤
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(＿),R)＝
	
	
	


注１.測定にあたっては､コンクリートテストハンマーによる測定方法による｡記入にあたっては天候､工場の種類､構造物の状況は当該箇所を○で囲むこと｡
様式－９
コンクリート中の塩化物含有量測定表
№
	工事名
	

	受注者名
	

	現場代理人
	
	主任技術者
	

	測定者氏名
	

	立会者氏名
	(監督員)

	測定年月日
	
	時刻
	

	工種
	

	コンクリートの種類
	

	コンクリート製造会社
	

	納入書番号
	

	混和剤の種類
	
	㎥当り使用量
	

	セメントの種類
	
	同
	

	細骨材の生産地
	
	同
	

	測定機器名
	

	測定番号
	測定値(％)
	塩化物含有量(㎏/㎥)
	備考

	①
	
	
	

	②
	
	
	

	③
	
	
	

	計
	
	
	

	平均値
	
	
	

	記事


注)塩化物含有濃度を(％)で測定した場合は､次式で塩化物含有量を求める｡
塩化物含有量(㎏／㎥：Cl-重量換算)＝補正係数×単位水量(㎏／㎥)／100

材令σ７の強度はσ28の強度の60％を目標に初期養生を行う｡


１)コンクリートの露出面を保護したか｡	ハイ  イイエ


 ハイと答えた時は養生方法及び日数を記入する｡


２)コンクリートの硬化中に保温したか｡	ハイ  イイエ


ハイと答えた時は保温温度を記入する


　　　　　　　　　　　　　　　　　　℃


３)コンクリートの硬化中に湿気を与えたか｡	ハイ   イイエ


 ハイと答えたときは日数及び回数を記入する｡


日間	回／日











� EMBED Equation.3  ���





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(＿),X)�





ｍ＝ＳＬ＋2.5 σ＝


　　　　　　　　 σ＝





SU





m





SL





ｍ‘＝ｍ×％





SL’=SL×％





SU’=SU×％





ＳU＝m+2.5σ


    ＝


　　　　　　　 σ＝





ＳＬ＝m-2.5σ


    ＝


　　　　　　　 σ＝





ここに　％：熟成度





ここに


　α：打撃角度


　R:3測点の反発硬度の平均値


　X：Rの換算強度





ここにｍ：配合強度


　　　σ：配合強度を定めるための


　　　　　標準偏差


　　ＳＬ：下限規格値 (呼び強度)


　　ＳＵ：上限規格値
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